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市
 

原
 

所
 

五
 

例
の
制
定
 

「
干
九
、五
所
川
原
市公
告
式
条
例
の
 

一
部
を改
正
す
る
条
例
 

四
十
、
五
所
川
原
市
国
民
健
康
保
険
条
 

例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
 

五
所
川
原
市
税
条
例
の
】
部

を
改
正
す
る条
例
 

財
産
の
取
得
に
関
し
、議
決
 

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

四
十
三
．
専
決
処
分
の
報
告
 

予
算
の
流
用
 

一
時
借
入
金
 

四
十
大
、
一
時
借
入
金
 

五
所
川
原
市
起
債
お
よ
び
償

還
方
法
 寄

附
を
受
け
る
こ
と
 

助
役
選
任
の
件
 

市
有
自
動
車
購
入

五
十
一
、
公
営
住
宅
建設
の
件
 

中
川
婦
人
学
級
 

市
役
所
を
見
学
 

市
内
中
川
婦
人
学
級
（会
長
藤
森
み
つ

豆
さ
ん
）
で
は
定
例
市議
会
開
会
中
、
 

運
日
各
部
落
ご
と
二
O
名
ぐ
ら
い
づ
つ

市
役
所
を
訪
れ
、
中
泊
出
身
の
外
崎
彦

太
郎
市
鳳
の
案
内
で
庁
内
を
見
学
、
各

課
長
か
ら
課
内
の
業
務
な
ど
の
脱
明
を

聞
い
た
あ
と
聞
会
中
の
第
五
十
九
定
例

市
鵬
会
タ熱
心
に
傍
聴
し
ま
し
た
。
 

四
月
に
は
A国
ほ
ど
ん
と
ー
せ
い
に
期

日
を
統
一
し
た
地
方
選挙
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
 

本
県
で
も
県
議
会
議員
の
選
挙
が
四
月

十
七
日
お
こ
な
わ
れ
ます
。
 

こ
れ
か
ら四
年
聞
ノ
県
政
を
あ
づ
け
る

我
A
の
代
表
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
で
す

正
し
い
、
清
ら
か
な
選
挙
に
よ
つ
て
、
 

明
る
い
、住
み
よ
い
青
森県
を
つ
く
り

ま
す
ま
す
鵬
農
さ
せ
た
い
も
ので
す
。
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浅
 

浅
春
の
空
よ
、
そ
こ
に
は
ひと
か
け
ら
の
疑い
も
な
い
。
 

岩
木
の
川
面
に
は
、
冬
の
日
の
あ
の港
漠
と
し
た
愁
は
、
も
う
 

彫
す
ら
も
な
い
。
 

そ
こ
に
あ
る
も
の
は
、
津
軽
を
う
る
お
し
培
か
う
限
り
な
い
慈
 

愛
で
あ
る
。
 

ゆ
る
ぎ
も
し
な
い
悠
遠
の
力
であ
る
。
 

砂
利
を
採
る
ひ
と
び
と
の背
も
、
ぬ
く
も
り
や
わ
ら
ぎ
 

ひ
た
ひ
た
と
岸
を
打
つ
水
の
音
に
、
か
す
か
な
が
ら
歓
喜
の
 

旋
律
声
き
く
。
 

陽
の
光
が
、
す
べ
て
を
ひ
と
し
く
愛
撫
する
と
き

肩
ち
た
り
た
眠
り
の
あ
と
の
は
つ
らつ
さ
を
も
づ
て

草
木
の
い
の
ち
が
、
脈
々
と
息
づく
。
 

自
然
の
た
く
ま
しい
営
み
が
は
じ
ま
る
．
 

不在投票は16日五時までー 

県議会議員選挙 

投票日は 4.月17日 
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入
場
券
は
四
月

一
日
頃
配
付
 

昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
され
た

基
太
選
挙
人
名
簿
お
よ
パ正
一
般
の県
知

事
選
挙
の
際
、
調
整
さ
れ
た
補
充
選
挙

人
名
簿
に
登録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
四

月
一
日
ご
ろ
選
挙
入
場券
を
配
布
い
た

し
ま
す
．
 

入
場
券
の
渡
ら
な
い
人
は
転
居
の
た
め

住
所
不
朋
と
か
、
名
簿
か
ら
脱
落
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
す
の
で
市
投
所
内
選

挙
管
理
委
員
会
事
務局
ま
で
お
間
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
 

告
示
は
四
月
ニ
日
 

県
議
会
蟻
員
選
挙
の
告
示
が
四
月
二
日

投
票
日
が
四
月
十
七
日
で
す
。
 

し
た
が
つ
て
告
一
小
前の
選
挙
運
動
は
法

律
に
よ
つ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら

じ
ゆ
h系
ん
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

選
挙
権

は
 

満
2
0才
か
ら
 

今
回
お
こな
わ
れ
る県
議
会
譜
員
選
挙

の
補
充
選
挙
人
名
簿
に
申
請
で
き
る人

は
満
二
十
才
（
昭
和十
八
年
四
月
四
日

以
前
に
生
れ
た
人
）以
上
の
人
お
よ
び

昭
和
三
十
八
年
】
月
四
日
以
前
に
五
所

川
原
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
で
 県

議
会
議
員
の
補
充選
挙
人
名
簿
の
登

録
申
請
期
間
、
名
簿
縦
覧
期
間
、
選
挙

人
名
簿
確
定
期
日
な
ど
が
つ
ぎ
の
と
お

り
決
足
し
ま
し
た
。
 

補
充
選
挙
人
名
簿
開
製
現
在
期
日

四
月
三
日
 

昭
和
「
干
八
年
度
第
一
次
二
等陸
海
空

士
自
衛
官
を
つ
ぎ
の
要領
に
よ
り
募
集

い
た
し
ま
す
。
 

補
充
選
挙
人
名
簿
登
録
田
請
期間

四
月
四
日
か
ら
四月
七
日
ま
で

縦
覧
期
聞
 

四
月
十
一
日
か
ら四
月
十
三
日

補
充
選
挙
人
名
簿
確
定
期日

四
月
十
五
日
 

筆
記
試
験
（
国
語
、
作
文
、
散

社
会
）
、
身
休
検
査
お
よ
び
口

試
験
と
す
る
．
 

補
充
選
挙
人
名
簿
確
 

定
期
日
は
4

月
1
5日
 

自
衛
官
募
集
中
 

嚇
傾

は
市
役
所
氏

生
課
 

募
集
種
目
 
二
等陸
海
空
士
 
四
、

採
川
予
定
時
期
 

応
募
資
格
 
一
奪

陸
士
ー
四
月
か
ら
大月
ま
一

探
用
予
定
日
の
一
日
現
在で
十
八
 
一
一
等
海
上
土
ー
四
月

才
以
上
二
十
五
才
末
肩
の
男
子
で
 
一

辱
士
ー
四
月
お
ょ
堂
ハ月

学
校
教
育
法
に
定
め
る
中
学
校
卒
五
、
募
集
日
程
 

業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
か
つ
自
 
の
受
付
期
間
ー
」
干
八
年
五
月
三

衛
官
法
踊
三
十
八
条
に
規
定
す
る
 
一

日
ま
で
 

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者
 

①
試
験
期
間
土
一
十
八
年
五
月
三

ー
 

試
験
科
目
 
一

日
ま
で

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
志
朋
希
望
者
は
市
役所
民
生
課
に
泰
 

す
．
 4

月
1
日

…
3
0日
 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
く
わ
し

こ
と
は
市
役
所
民
生
課
に
お
た
ず
ね
？

だ
さ
い
。
 

市
役
所
異
動
 

（
四
月
一
日
付
け
）
 

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
一
年中
で
い

ち
ば
ん
空
気
が
乾
燥す
る
う
え
に
強
い

風
が
ふ
き
、火
災
が
も
つ
と
も発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
 

こ
の
時
期は
例
年
各
地
で
火
災
が
発
生

し
、
死
傷
者
や
貴
重
な
財
産な
P矢
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
こ
と
しも
市
消
防
本
部
で
は
四

月
一
日
か
ら三
十
日
ま
で
ー
カ月
間
に

わ
た
り
「春
の
火
災
予
防
運
動」
を
展

開
し
、
火
災
の
撲
滅
をは
か
る
こ
と
に

な
り
ま
した
の
で
市民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
ね
が
い
しま
す
。
 

な
お
「火
災
予
防
運
動」
期
間
中に
一

般
臓
庭
立
入
検
査
、
防
火
対
象
物
立
入

検
査
、
車
輔
査
察
、消
防
訓
練
 防
火
 座

談
会
な
ど
の
行
事
を
お
こ
な
っ
こ
と
 

に
な
つ
て
い
ま
す
。
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消
防
条
例

・
規
則
の

説
 
明
 
会
 
開
 催
 

市
消
防
本部
で
は
火
災
予
防
上
必
要
な

基
準
お
よ
び
届
出
の手
続
き
等
の
条
例

規
則
の
説
明
会
を
四
月
五
H
、
中
央
公

民
舘
で
お
こ
な
いま
す
。
 

説
明
会
の
内
容
は
火気
を
使
用
す
る
設

備
、
機
造
、
器
具
、
制
限
等
の
基
準
、
 

危
険
物
（
油類
そ
の
他
）
の
貯
蔵
、
取

扱
基
準
、映
図
舘
等
の
避
難
、
定
昌
唇

一理
の
基
準
な
ど
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

【
  

☆
 
☆
 

△
市
立
西
北
中
央
病
院
事
務
局
長
（
「
 

県
議
）
森
豊
秀
、
△
市
立
西北
中
央
！

院
事
務
局
次
長
（秘
需
企
固
課長
）
(
 

願
正
雄
、△
秘
書
企
圃課
長
（
秘
●
〈
 

画
課
市
長
秘
●
）
長
内正
明
、
△
集

課
長
（
県
土
木
部
検
査
官
）
塊
貞
雄
、
 

△
国
民
健
康
保険
課
長
（
民
生
課
長
）
 

長
谷
部
義
明
、
△
民
生
課
長
凸
元
市《
 

務
部
長
）
長
尾
勝
霧
、
△
水
貰

長

建
設
課
長
補
佐
）
中
谷
兼
太
郎
、
△
》
 

島
分
院
事
務
長
（
国
民健
康
保
険
課
・
 

）
島
谷
清
八
郎
、
△
福
祉
事
務
所
次
耳
 

（
市
立西
北
中
央
病
院
事
務局
次
長
）
 

船
水
良
昭
、
△
七
和
支
所
長
（敷
島
a
 

院
事
務
長
）
堀
内
大
成
 

み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
 

て
お
こ
な
う
。
 

票
用
紙
が
あ
h
ま
す
の
で
記
入
の
上
、
 

票
用
紙
が
あ
り
ま
す
ので
記
入
の
 

市 の 人 口 

男

女
 

G月1日現在〕 

総人ロ 501加 

男 	24、246 
女 	25 '854 

世帯数 	10、223 

ト
 

発行月『 

五質裂’電諾劣11 
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助
役
に
岩
舘
忠
雄
氏
 

満

場
一

致
で
可

決
 

今
回
の
定例
市
臓
会
に
お
い
て昨
年
十
一月
か
ら
空
席
と
な
っ
て
い
に
 

氏
 
邑
市
助
役
に
市
内
中
平
井
町
、岩
舘
選

氏
を
選
任
、繁
の

同
意
を
求

め
市
助
役
に
決
足
しま
し
た
。
岩
舘
氏
は
市
内
中
平
井
町
出
臭
朋

治
 

舘
 

四
十
】
犀
＋
二
月
二
十
五
日
生れ
、
函
舘
工
業
学
校
卒
業
後
、
中
平
井
 

岩
 
町

で
太
田
鉄
工
所
を
経営
、
旧
五
所
川
原
町時
代
に
は
五
所川
原
町
公

安
委
員
、
五
所
川
原
公
民
舘
運
営
審
脱
会委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
、
そ
の
後
五
所
川原
市
民
」」
萎
員
、児
敢
委
員
、
五
所
川
原
市
社
 

会
福
祉
協鵬
会
珂
事
、
五
所
川
原
地
方
裁
判
所
民事
】
般
調
停
委
員
宅
地
建
物
閥停
委
員
、
家
彫
裁
判
所
家

事
調
停
委員
、
保
護
司
等
の
要
職
を
歴
任
、
二
月
二
十
一百
、
五
所
川
鳳
市
助
役
に
発
令
さ
れ
ま
した
．
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第
五
十
九

回
定
例
市

議
会
 

予
算
牟
醜
五
億
四
千
八
百
万
円
に
 

雑
泉私
 屋

体
建

築
も

決
定
 

市
の
三
十
八
年
度
予
算
、喜
衆
等
を
き
め
る
第
平
九

衝
胃
会
、

い
わ
ゆ
る
予
算
議
会
は
三月
十
大
日
開
会
さ
れ
、
」
干
八
年
度
一
般
会計
五

億
四
千
八
百
五
十
万
円
、特
別
会
計
三億
五
千
七＋
八
万
円
、
そ
の
他
財
政
再
建
計
画
変更
、
市
条
例
の
一
部
改
正
、
ま
た
追
加
提案
と
し
て
助
役

選
任
の
件
、
市
有
自
動
車購
入
、
公
営
住
宅
四十
四
戸
建
設
等
に
つ
い
て
な
ど
五十
一
件
が
提
案
A」
れ
ま
レた
．
な
お
新
年
産
予
算
の
内
容
に
つ
い

て
は
次
号
市
広
報で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

大
、
「
干
七
年
度
五
所
川原
市
特
別会
 
才
出
予
算
 

員
の
給
与
の
種
類
お
よ
び
基
準に
関

日
正
日
』

K
下
牛
 

計
国
民
健
康保
険
直
診
勘
定
才入
才
十
三
、
」
干
八
年
度
五
所
川
原
市
立
西
 
す
る
条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例
 

4
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山
追
加
更
正
予
算
 
北
中

央
居
院
事業
会
計
予
算
 

十
九
、
五
所
川
原
市
工
場
般
避
奥
励
条

一
、三
十
七
年
度
五
所
川
原
市
財
政
再
七
、
三
十
八
年
度五
所
川
原
市
財
政
再
十
四
、議
会
の
議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
 
例
 

建
計
画
変
更
 
．
 

，
 

建
計
圃
変
更
 

用
弁
慣
に
関す
る
条
例
の
一
部を
改

一
干
、
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る

ニ
、
三
十
七
年
度
五
所
川原
市
一
般
会
八
、

三
十
八
年度
五
所
川
原
市
一
般
会
 
正
す
る
条例
 

条
例
の
一
部
を改
正
す
る
条
例

計
才
入
才
田
追
加
更
正
予算
 
計

才
入
才
出予
算
 

十
五
、
特
別
職
の
鵬
員
で
非
常
勤
の
も

一
一十
一
、
五
所
川
原
市
職
月
の
旅
費
に
 

三
十
七
年度
‘
所
川
儒
特

別
会
九
、

三
十
八
年
度
五
所川
幣
特

別
会
 
の
の
報
酬
お
ょ
妾
用
貧
栃
す

計
都
市
計
画
事業
才
入
才
田
追
加
更
 
計
公
益
質
屋
事
業
才
入
才
出
予
算
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

正
予
算
 
十
、

」
干
八
年
度
五
所
川原
市
特
別会
十
大
、
五
所
川
原
市
特
別鵬
の
職
員
の
 

三
十
七
年度
五
所
川原
市
水
道
事
 

計
都
市
計
画
事業
才
ス
才
出
予
算
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の一
部
を
改
正

業
会
計
追
加
予
算
 

十
一
、
「
干
八
年
度
五
所
川
原
市
水道
 
す
る
条
例
 

五
、
「
干
七
年
度
五
所
川原
市
特
別
会
 
亭
業
会
計
予
算
 
＋

七
、
五
所
川
原
市
職
畠
の
給
与
に
関

計
国
民
健
康
保
険
事
桑
勘定
才
入
才

十
二
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所
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第 8 図 市有財産の現況（n月末現在） 
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財政再建の適用をうけている当市は、つ

ねに健全財政の確保と行政水準の引き上． 

げをはかりながら事業の執行にあたつて

おります。この財政事情を知つていただ’ 

き、今後一層のご協力をお願いするため、 

昭和36年度の決算および昭和37年度の 4 

月から11月までの予算の執行内容ならび 

心釦育末患三嘉ける市公債、市有財産 
の現況をお知らせいたします。 

齢翠度特箭会計予算執行の状況（4月-11月） 

半佐ラ目）予納~〕具》噴題にニョ・畑毒更轡 

市立滴沈 国様争惹 寿市叶勇 公益賛圧 

特 別一会！響計I 
ど年’“一 

図表第 7図は4月からn月までの各会計の予算の執行状況を表

したものであります。 今まで』支出済額が収入済額よりも市立病院事

業61262千円、国民健康保険事業9722千円、公益質屋1634千円それぞ

れ上廻つているが、この差額はいづれもー時借入金によつて補なつて

いるものであります。 

図表第 9 図は予算題に対する収入支出決算額の比率を各会計

別に表したものであります． 水道、国民健康保険、1●3立”眺事粛い

ずれも予算額に対する収入済額が78...79％支出済額に才dいて90・・・93 

％と大きく開いているのは前からの赤字補てん刀ため前年虚に繰上

充用した金額を支出しでいるためで、 これも年年遂次解消すべく努

めて軸り特に市立病院の赤字解消については別途考慮中であります 

36年度決算における才入才出差8Ffこ足額（公益質置 1187千円、水

道事業3886千円、国民健康保険事業12、 691千円、市立病院事業4104 

3千円）については それぞれ37年匿D才入争繰り上‘ずてこれに充補

なつております． 

第 9 図 

36年度特別会計決算のあらまし 

一 般 会 計 
昭和36年度決算のあらまし 

図表第 2 図は予算額に対する収入支田決算額r比率を表

したもので寸． 予算額67930千円に 対し収入済額が78・4％のら32 
733千円支比済額94・6% Q" 642333千円で 才スオ出差引不足曹1101 
00千円が36年度決算における赤字であり、この才入不足編は37年
度の才入から繰上充用し補てんしました。この赤宇相は当初18119 
35千円背負つていたのでありますが、ょ」年 4月財政再建準用団沫

の指定を受け、1年間に185 (1千円ずつ解消する10カ年計回を策定

して健全W政の樹立に努めて来た結果、3年1間に7'815千円を解消

し計画も一年間短縮変更し昭和42年度までには完全に解消するこ

とになつています． 

図表第 3 図は課税額に対する市民の市税負担状況を表し

たものであります． 普通税については全世帯、人口数により、匡1 
民健康保険税か課税されている世帯数とその被保険厭族数により

算山しました．水利且」I益税は旧町における部市計画実施地城の周

定資産所有者のみに課税されてレ るものできります。 

図表第 4 図は36年度における税目別納説額り比率 g表し

たものであります． 収納率は普通税については調定額1709て 8千「'I  

の94%、水利地益税は調定額7223千円Z92%. 
0445千円の90％となつております。 

昭和37年度予算の執行 

図表第 1 図は 4月からn月までの予算

表したものであります。予算駒に対し、収入‘ 

琴S千円、 執行奮1270％の432463千円と収フ・ 

131578千円上廻つています。 

図表第 5 図はー般、特別各会計の月別

借入金の現在高を表していろものでまります． 

おり、 6月以降は収入高よりも支払高ガ毎Jれ‘ 

廻つており、これを補うための運転資金とし二

月2億円如査後しております． 
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一般会計決算のあらまし 第 3 図 36 年度の市民の市税負担額 
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四
月
か
ら
新
L
い

受

診
証
で
 

み
な
さ
ん
が
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民

岬
康
保
険
者
証

（
受
診
証）
の
有
効
期

限
が
三
月
三
十
一
ロ
で
無
効と
な
り
ま

す
。
 

四
月
一
日
か
ら
は
今
度
新
しい
受
診
証
 

さる 2月28日おこなわれた青森県知事選挙は即日開票の結

果、竹内俊吉氏が当選しました。投票率の県平均は59・69 

％で県内8市ではトこソプが青森市の“・21%、当市は4番目

で57・38％とあまりよい成緒でありませんてした． 

知事選各投票所投票率一覧 

市内投票率は57.38% 

投票区 投票所 有権者数 投票率％ 

五所川原 1 ‘中央公民舘 	3-841 	74-SU 
五所川原 2 五所川原小 	4'611 	53-48 
五所川原 3 南 小学校 	2、7加 	61'41 
栄 	1 栄 支 所 	 750 	57-73 
栄 	2 栄 小学校 	1'398 	47-56 
中 川 1 中川中学校 	 916 	58-62 
中 川 2 沖飯結 小 	 512 	67-38 
中 川3 0］ 川 小 	 273 	72'ロ 

松 島 1 松島 支所 	 883 	50-10 
松 園，2 水ノ尾集会所 	419 	64-67 
松 島 3 金山集会所 	 458 	55-60 
松 島 4 ーノ坪 小 	 833 	55.10 
飯 詰 1 飯詰 支所 	 971 	59.83 
飯 7,i2 飯詰公民舘 	1-294 	60-89 
三 好 1 高瀬公民舘 	 290 	67-24 
三 好 2 三好昨1学校 	 639 	59・46 
三 	好 3 譲 JII\学校 	 966 	61-29 
長 柵 1 野里小学校 	1'297 	59.13 
長 橋 2 松ノ木小学校 	564 	65-00 
長 構 3 浅井集会所 	 208 	77-40 
長 構 4 戸沢集会所 	 232 	134.70 
七 和 1 羽ノ木沢小 	 860 	52-33 
七 和 2 高野小学校 	1-002 	47・加 

七 和 3 前03野目小 	 427 	46.80 
七 和 4 俵元公民舘 	 273 	71-06 
梅 沢 	梅85 支月〒 	1-105 	60-63 
毘沙門 毘沙門小学校 1-Ill 47-30 
集 It 	 28-593 	57-38 
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る
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す
の
で
、

水
稲
に
お
け
る

種
子
は
三
R年
に
一
回
の
更
新
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
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経
済
運
で
は
つ
ぎ
の種
籾
を
若
干
保
管

し
て
お
り
ま
す
の
で
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者
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各
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に
申
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苗
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け
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よ
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主
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す
し
器

す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．
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(
 

~
 

ぐ1部2円、 	第89号 

こ
の
春
，
市
内
の
中
学
校
を卒
業
し
、
一
学
校講
堂
に
多
数
の来
喪
が
出
席
し
、
 

民
奪
 
喫
〈
 
北
陸
地
万
に
就
腰
す
る
一市
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
．
 

三
C
C
糸
名
の
就
職
者
の
前
途
を
祝
福
玉
は
午
前
十
時
か
ら
は
じ
ま
り
、
佐
々
 

発
慧
藤
緯
櫨
霧
綾
鯵
巽
縄
」
 

動
車
関
係
、
女
子
は
繊
維
関
係
が
主
で

全
般
的
に
昨
年
に
く
ら
べ
大
企
業
の
求

人
が
少
な
く
、
反
対
に
中
小
企
業
の
求

人
が
多
か
つ
た
よ
う
で
す
。
 

な
お
就
職
者
は
二
十
一
百
、石
川
、
富

山
、
福
井
地
方
に
大
名
、
 二
十
五
日
神

奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
地
方
に
二
十四
名

二
十
七
日
愛
知
、
岐
阜
、
山
梨
、
東
京

地
万
に
一
二
九
名
、
 二
十
八
日
，
岡
地

方
に
三
名
、
」
干
一
日
関
西地
方
に
一
一

名
、
そ
れ
ぞ
れ
出
発
す
る
こ
とに
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

指
導
協
議
会
艮
が
モ
れぞ
れ
就
職者
を

激
励
、
就
職
山
全
員
に佐

A木
市
長
か

ら
記
念
の
ア
ル
パ
ム
を
贈
り
ま
し
た
。
 

つ
づ
い
て
就
職
者
を
代
表
して
宮
西
省
 が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
粉
失
しな
い
よ
 

や
り
と
げ
る
と
い
うこ
と
の
み
な
ら
ず

・
フ
ぐり
一
一
艮
手二
一
・
ど5
、
・
 

Jー
‘
t
J
l
く
し
‘
こ
‘
0
『d
tく
「
‘う
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

能
率
化
、
技
術
の
練
麿
に
励
み
、
そ
の
か
か
る
際
、
窓
口
に
提
出
しな
い
と
療

職
務
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
履
中
っ
養
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
・

努
め
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
が
ん
な
お
現
在
便
用
し
て
い
る
受
診
証
に
異

ば
つ
て
く
だ
さ
い
』
言
い

さ
っ
、
市

動
が
あ
る
場合
は
市
役
所
国
民
健
康
保

教
育
長
、
職
業
妥
足
所
長
、北
五
就
職
験
課
に
お
知
ら
せ
ね
が
い
ま
す
・
 

五
所
川
原
市
お
よ
び
東
西
中
南
北
の
各

津
軽
郡
、
 

廟
書
締
切
は
四
月
十
日
ま
で
、
入
学
式

は
四
月
一
干
一
日
で
す
。
 

こ
の
通
儒
教
育
を
卒
業
す
る
と
高
校
卒

業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

願
書
等
の
提
出
に
は
十
円
切手
と
写
真

二
枚
を
同
封
の
こ
と
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
弘
前
高
校
通
信
制

ま
で
お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

通
 
信

生
募
集
 

【
O館
四
班
 

一
町
、再
）
 
⑥
松
島
第

二
投
票
 

市
社
会
一阿
潟
は
つ
よ
（
引
磐
末
沢
 
新
）
、
洪
一な
お
マ
心
配
ごと
相
談
所
』
は
毎
潮
水
所
（
一
木
）
 

福
祉
協
一谷
志
郎
（
柏
原
町
、
再
ソ
．
前
田
正
（
脚
日
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら午
後
三
小
田
桐
ァ
キ
（
水
 

議
会
（
梅
沢
、
新
）
、
太
田
自
作
一毘
沙
門
、
 時
ま
『旧
公
益
賀屋
一
瞬
で
お
こ
な
っ
 野
尾
）
 

会
井
増
 
再、
 
て
い
才
す
‘

ご
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

⑥
松
島
糾
三投
票
 

田
樋
】
 O弟
五
班
 

い
。
相
議
員
は
四
月
踊
一
週
は
五
班
．
 
所
（
一
本
）
 

氏
）
で
 
巾村
文
男
（飯
詰
福
泉
、
再
）
、
十
岐
筑
二
週
り
一
班
‘第
三
週
は
二
班
、第
 野
呂
千
代
作
（
金
 

は
一
昨
賢
次
郎
（
町
里
、
新
）
、
野
呂
仁
三
郎
一
四
遡は
」
班
、五
月
第
一
週
は
四
班
と
 
山
）
 

年
二
月
 
（
尻無
、
新
）
、
越
後
善
三郎

（
平
和
一な
つ
て
お
り
ます
．
 

⑥
松
鳥
踊
四
投
票
 

市
選
挙
管
理
委員
会
で
は
、一
月
二
十
一
新町
）
、
渋
谷
麗
子
（
田
町）
、
一
戸
ノ
上
）
、
小
山
内
 

八
目
お
こ
な
わ
れた
県
知
亭
選
挙
に
投
．m佐
子
（
栄
町
）
、村
上
三
九
郎
（
成

サ
キ
エ
（
云
助
町）
、
中
谷
ア
グ
リ
（
 

票
し
た
人
全員
の
入
場
券
を
、五
日
市
田
町
）
、
水
ト
昭
子
（
平
和
町）
 

北
新
）
 

内
新
聞
況
者
立
合
で
抽
せ
ん
をお
こ
な
⑥
栄
第
一
投
票所
（
二
本
）
 

＠
飯
酷
踊
二
投
巣
所
（」
末
）
 

い
つ
ぎ
の
ぎ
名
に

】
千円
の
賞
金
を
一
戸
茂
作
（
広
田
）
、
成
田
冨
雄
（
広
坂
本
京
子
（
北
下
）
、斎
藤
リ
ョ
（
皆
 

附
る
こ
と
に
な
りま
し
た
。
 

田
）
 

潮
）
、
山
口
ア
キ
ノ
（
大
正町
〕
 

⑥
五
所
川
原
第
一
投
票所
（
七
本
）
 
④
栄
第
二
投
票所
（
三
不
）
 

＠
三
繋
一
投
果
所
（
一
本）
 

中
道
邦
怒
（
布
屋
町
）
、
加
賀
谷
ア
イ
木
村
ケ
イ
子
（
姥
や
ち
）
、木
村
ま
ん
渋
谷
惣
吉
（
高
瀬）
 

（
布屋
町
）
、
佐

A木
忘
子
（
川
端町
 
（
姥や
ち
）
、
北
畠
み
ち
兼
（
姥
や
ち
一④
三
好
鍋
ニ
投
票
所
（
二
本
）
 

）
、
鶴
谷
初
太
郎
（
旭
町
）
、
小
野
田
）
 

長
尾
喜
（
鶴
ケ
岡
）
、小
笠
原

rナ
ュ
 

洋
子
（
鎌
谷
町）
、
秋
元
再
子

（川
端
⑥
中
川
第
一
投
票
所

（
一
禾
）
 

（麟
ケ
岡
）
 

町
）
、
田
引
松
子
（寺
町
）
 

藤
森
閏
子
（
種井
）
、
藤
森
竹
太
郎
一
⑥
三
好
第
三投
票
所
（
三
本）
 

④
五
所
川
原
男
二
投
県
所
（
八
本
）
 
川
山
）
 

、
 

高
協
利
夫
（
藻川
）
 

佐

A木
昇
一
（
未
広町
）
、
大
沢
キ
ヌ
⑥
中
川
第
二
投果
所
（
二本
）
秋
田
成
⑨
長
柵
第
一
投票
所
（
三本
）
 

エ
（
柏原
町
）
長
谷
川
操
（
ト平
非
町
切
（
沖
飯
詰
）
、
松
本
作
左
工
門
（太

石
岡
喜
章
（
神
山
）
、神
政
男
（野
里
 

）
、
福
士
節
郎
（
新
宮
）
、原
田
昭
七
刀
打
）
 

）
、
須
藤
喜
代
治
（福
山
）
 

（
敷
島町
）
、
倉
光
ミ
ネ
（
敷
島
町
）
 
④
中
川
範一
疫県
所
（
一本
）
 

⑥
長
橋
第
二投
票
所
（二
本
）
 

荒
谷
勝
太
郎
（中
平
井
町
）
、
斎
藤
法
成

田
リ
セ
（
田
川
）
 

長
尾
喜
栄
（
松
野
木
）片
岡
伊
佐
美
（
 

昭
（
中
平
井
町
）
 

⑥
松
島
第
一
投
票所
（
三
本
）
 

松
野
木
）
 

⑥
五
所
川
原
第
三
投
票
所
（
大
本
）
 
寺
田
松
枝
（
唐笠
柳
）
、
対
馬
テ
ッ
エ
 ③
長
橋
第
」
疫
票
所
（
一本
）
 

工
藤
望
博
（
平
和
町
）
、
広
田
き
ぬ
（
 
（米
田
）
、
高
谷
作
次
郎

（
裕
）
 
秋
田
幸
作
（
浅井
）
 

③
長
柵
第
四
投
果
所
（
一
本）
 

斉
腰
正
治
。
P沢
）
 

①
七
和
第
一
投
票所
（
一
一
本）
 

四
月
に
開
校
さ
れ
る
県
立
五
所
川
原
工

業
高
校
（
鈴
木
太
左
工門
校
畏
）
で
は

こ
の
ほ
ど
生
徒
の
服
装
、頭
髪
な
ど
を

規
制
、
各
業
者
の
協力
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
ず
。
 

こ
等
の
決
定
は
西
北
五
地区
高
学
校
生

活
指
導
連
絡
協
議
会
の申
し
合
せ
に
も

と
づ
い
て
規
制
され
た
も
ので
す
。
 

の
頭
髪
は
三
分
以
下
、丸
刈
り
と
し
、
 

艮
髪
は
禁
ず
る
 

②
制
服
は
黒
サ
ー
ジ
の
詰
襟学
生
服
、
 

ズ
ポ
ン
の
裾
幅
は
二
〇
セ
ンチ
以
上
 

（
旭
町
、再
）
、
秋
田
留
作
（
川
山
、
 

新
）
、
鳴
海
粕
太
郎
（
七
ツ
舘
、新
）
 

〇
第
ニ
班
 

平
山
み
き
（
川
端
町
、新
）
、
阿
部
芳

五
郎
（
原
子
、
再
）
、
片
岡
清
英
（
福

岡
、
新
）
、
森
平
内
（
水
野
尾
、新
）
 

〇
第
三
班
 

斎
藤
プ
る
（
敷島
町
、
新
）
、
山
内
藤

七
（
一
野
坪
、
再
）
、
北
川
孫
一
（
毘

沙
門
、
新
）
、
価
谷
正
志
（
川
端
町
、
 

再
）
 

阿
昭
正
男

（
羽
野
木
沢
）
阿
部
ツ
ワ
（
 

羽
野
木
択
）
 

③
七
和
第
二
投
票
所
（
」
季
西
村
英

雄
（
高
野）
、
阿
部
武
三
郎
（
高
野）
 

横
山
シ
グ
リ
（
高
野
）
 

③
七
和
第三
投
票
所
（
一
本
）
 

対
馬
賢
司
（
前
田
野
目
）
 
「
 」
 

③
七
和
第
四投
票
所
（
一
本
）
 

伊
藤
、I
I
サ

（俵
元
）
 

④
梅
沢
投
裂
所

（
三本
）
今冨
士
枝
（
 

中
泉
）
竹
谷
ニ
ツ
エ
（
梅
田
）
、佐臨

峰
作
（
梅
田）
 

⑨
毘
沙
門
投
票
所
（
」
禾
）
北川
明
枝
 

（毘
沙
門
）
、
佐
藤
い
さ
（
毘沙
門
）
 

山
口
勇
蔵

（
長
冨）
 

（
写
真…
抽
せ
ん会
）
 

で
折
返
しの
あ
る
もの
。
 

マ
ン
ポ
ス
タ
イ
ル
や
セ

ー
タ
1
ス
タ

イ
ル
は
禁
ず
る
 

①
制
帽
は
黒丸
型
学
生
帽
とす
る
。
 

④
通
学
知
靴
は
黒
色
と
す
、下
駄
、
サ

ン
ダ
ル
は
禁
ず
る
。
 

①
レ
ン
コ
ー
ト
、
オ
ー
バ
1
コ
1ト
等

は
黒
、
醍
紺
、
灰
色
系
無
地の
も
の

と
す
る
。
 

な
お
帽
章
、ポ
タ
ン
、
徴
章
等
は
学
校

で
制
足
した
も
の
と
す
る
。
 

市
役
所
の
 

執
務
時
問
変
更
 

四
月
一
日
か
ら市
役
所
の
執
務
時
聞
が

平
日
は
午
前
八
時
半
か
ら午
後
四
時
半

ま
で
、
土
皿
日
は
午
前
八
時
半
から
零

時
半
ま
で
変
更に
な
り
ま
す
．
 

な
お
昼
休み
は
従
来
ど
お
り正
午
か
ら

零
時
半
ま
で
で
す
。
 

消
火
器
実
験
 

5
日
電
話
局
で
 

市
消
防
本
部で
は
、
各
種
消
火
器
の
使

用
方
法
等●
拍
導
す
る
た
め
、消
火
器

業
者
の
協力
か
樽
て
、四
月
五
日
、午

後
」
蒔
か
ら上
平
井
町
、電
報
電
話
局

敷
地
内
で
消
火
器
の実
験
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

報
 

広
 

市
 

原
 

所
 

弘
 
前
 
高
 
校
 

 

県
知
事
選
 

投

票
者
の
抽
せ

ん
会
 

新
聞
記
者

立
合
で
 

 

  

   

 

所
二
一
木
）
 

島
村
善
助
（
太
刀
 

打
）
、
八
田
セ
ツ
 

（
十
川町
）
 

⑥
飯
詰
第
一
投
票
 

所
（
三
本
）
 

鳴
海
カ
ネ
コ
（
坂
 

心配ごと相談所ー一 

に
発
足

し
、
こ

と
レ
で

一
一
岡
年

を
む
か

え
た
、
 

市
心
配

ご
と
机

談
所
を

貞
』
りに

充
異
さ

せ
ろ
た
 

籍
鰐
議
罫

鯵
鷲
醜
鯵
「
群
報

鰐
難
毅
」麓
一
干
 

り
ま
し
た
。
 

募
集
人
員
は
、
男
女
三
（
又
〕
名
、
 
＞
し

一
E
 

ー
ミ
1
1
 
1

，
一
J『
？

ー

I一
7一
く
く
J「
 

〇
第
一
班
 

こ
の
就
職
者
た
ち
は
男
子
は
電
気
、
自
学
区
は
青
森
市
、
弘
前
市
、
黒
石
市
、
 ”
十
『
フ
 
ユコ
月
、斤
ノ
、
J
早
喝
に
 

こ
“

耳
え
l
ブ
にh，
一
k
,,
 
E一
ー
H
l
lー

 
F
.'
i
 ，ョ
ー
 
寺
田
ま
つ
（
石
岡
、新
）
、
山
谷
満
広
 

二
君
（
五
巾
出
身
、東
京
泉
工
業
株
式
 
、

コ
 
ィ
 
‘

一
 1
?
.
 

1一
．
 

め
、
こ
 

県
立
工

業
高
校
 

服
装
・
 
頭
髪
な
ど
規
制
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